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Assessing Talent ®: Operational Leader



アセスメント特徴
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 組織の経営・上級リーダーが日常的に直面している課題や場面を反映したシミュレー
ションと、パーソナリティ診断により、対象者の当該職務への準備度を診断します。

 グローバルで一貫性のあるアセスメントを提供。グローバルベンチマークデータとの比較が
可能です。

 所要時間︓
事前課題・診断受検（60分〜）
シミュレーション体験（アセスメント）1日間
フィードバック面談（120分）



アセスメント概要
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• 本アセスメントのプロセスでは、効果的で予測妥当性の極めて高いさまざまなツールを

併用し、対象者の強みや啓発点をはじめとする全体像を把握するために必要な詳細

かつ潤沢なデータや洞察を収集していきます。

• まず組織の事業戦略と対象者の職務/役職レベルの「サクセス・プロフィール」の双方を

検討することから、アセスメントの全体設計および個別設定作業を開始します。お客様

と緊密に連携しながら、これまで社内で使われていたコンピテンシーモデルに弊社の測

定の枠組みを取り⼊れ、⽬指すスキル領域を的確に測定できるアセスメントを設計して

いきます。また、さまざまな⼈事制度に適⽤できる柔軟かつ包括的なコンピテンシーの枠

組みの開発も、御社と協⼒しながら⾏います。
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戦略を実⾏するリーダーに必要な要素（サクセス・プロフィール）
戦略を実⾏するリーダーに必要な要素をサクセス・プロフィール（知識、コンピテンシー、個⼈特性、経験
で構成）の観点から特定することを推奨します。

何を
知っているか（知識）

・組織に関する知識

・主要なシステムやプロセスに
対する知識

・業界・技術の専⾨知識

どのような
人か（個人特性）
・個人が持続的に持つ性質

・性格的な促進要因と阻害

要因

・リーダーシップのポテンシャル

何ができるか
（コンピテンシー）

・重要なスキル、能⼒

・特定の⾏動を⽰すコン

ピテンシーごとのキー

アクション

何を
してきたか（経験）

・業界・技術の経験

・主要な役割や職務

・重要な職務上の課題

組織の戦略的および組織⽂化的優先事項を成功裏に推進し、

実現する上で経営幹部が解決しなければならない主要ビジネス課題
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ビジネス・ドライバーの位置づけ
貴社の戦略に紐づくビジネスドライバーを特定することで、戦略実⾏に整合した⼈材像（コンピテン
シー）を特定することが可能となります。

1.ビジネスの優先事項
戦略的優先事項と求められる組織⽂化

2.ビジネス・ドライバー
上記を実現する為に、2〜4年以内に
リーダーが乗り越えなければならない幅広い課題

3.サクセス・プロフィール（人材像）
上記の課題を解決するために必要な
リーダーに求められる知識、経験、
コンピテンシー、個人特性

■ビジネス・ドライバーとは
ビジネスの優先事項（戦略的優先事項と求められる組織⽂化）

を実施し、ビジネスを前に進める（＝ドライブする）ために乗り越

えなければならないリー ダーシップに関わる広範囲の課題（チャ

レンジ）である。
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コンピテンシーの設計（ビジネス・ドライバーのイメージ）
お打合せを重ねて、全29のビジネスドライバーから3〜4に絞り込みます。

SAMPLE



7

パーソナリティの診断（アセスメントの実施）
オンライン診断ツールを活⽤し、「成⻑促進要因（ブライトサイド）」と「成⻑阻害要因（ダークサイド）
の２つの側面から個人特性を診断します。

成⻑阻害要因
（ダークサイド）

感情的 ⽬⽴ちたがり

論争的 奇抜

リスク嫌い 完全主義

不感知的 依存的

回避的

尊大

衝動的

成⻑促進要因
（ブライトサイド）

適応性

向上心

社交性

対人感受性

細心性

探求心

学習指向性

仕事や対人関係、教育訓練、
人生全般における成功を促
進する性格特性を診断

プレッシャーがかかったり、疲労していたり、注意散漫になっ
ていたりするときに現れやすい11種類の対⼈⾏動パターン
を診断
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コンピテンシーの診断（アセスメントの実施）

企業 架空のロボット製造販売企業

企業の概要 ＜事業概要＞
最先端のロボット・テクノロジーの開発、ロボット製
造・販売

＜主要事業＞
◆精密ロボット事業部
◆産業ロボット事業部
◆商業ロボット事業部

対象者の役割 架空のロボット製造販売企業の社⻑として、さまざ
まな仕事を遂⾏します。

 直属部下の⾏動変容と能⼒開発のためのコー
チング

 外部パートナーとのパートナーシップの構築
 業務運営上の問題や課題への対応
 ビジョンスピーチ
 経営計画の策定と上司へのプレゼンテーション

18:30

9:00

13:00

13:30

8:30 ◆オリエンテーション

1. 業務運営上の戦略的課題への対応（〜18:00）

2. 直属部下へのコーチング面談（15分）

3. 重要社内パートナーとの電話会議（15分）

4. ビジネス分析と事業戦略の策定（〜17:00）

7.上司への事業戦略のプレゼンテーション（30分）

6. ビジョンスピーチの収録（30分）

8.振り返り・まとめ

選定されたコンピテンシーを診断するため、経営幹部として直面するビジネスシミュレーション（演習）
を組み合わせ、カリキュラムを設計します。

■ 設定 ■ ある経営幹部の1日
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アセスメントのプロセス
設計からタレントレビューまでの全体プロセスは以下の通りです。

• ある経営幹部の1日• パーソナリティ診
断への回答

• シミュレーションの
事前情報の読
み込み

• 全体設計 • 結果のレビュー

• 能⼒開発の優
先順位

• 参加者の全体
傾向

• 結果に関するデ
ィスカッション

• 複数のアセッサ
ー

• 個人別のﾃﾞｰﾀ統
合

• 評価と傾向（強
みと能⼒開発課
題）

設計 事前課
題

シミュレーショ
ン

評価 フィードバッ
ク

タレントレビュー

約2週間 約1.5ヶ月間 0.5日間



10

コンピテンシーの診断結果
複数の評価者が、対象者が演習に対してとった⾔動を整理し、評定会議を⾏います。

P

S

D

強み

要強化

必要十分

対象者の言動・成果物を３段階で評定

※求められる⾏動に必要なスキルが、現在どの程度備わって
いるかを表します。

対人スキル

影響⼒のあるコミュニケーション P

人脈の構築 D

影響⼒ P

リーダーシップ・スキル

ビジョンの訴えかけ D

コーチングと人材育成 D

エンパワメント／権限委譲 P

ビジネス／マネジメント・スキル

起業家感覚 S

戦略的⽅向性の設定 P

グローバル感覚 P

業務運営上の意思決定 P

計画実施の推進 D

個人特性

成果達成の推進 P

経営幹部としての性向 P

（イメージ）
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コンピテンシーのレポート
対象者の強み、能⼒開発ニーズ、能⼒開発に向けたアドバイスを明記します。

・キーアクションごとに「強み」「能⼒開発ニーズ」を明記
・能⼒開発に向けたアドバイスを明記

コンピテンシーごとの評価（「強み」「必要十分」「要改善」）
を明記
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パーソナリティのレポート
オンラインでの回答結果をもとに、レポートを自動で生成します。

ＬＥＩ
リーダーシップ・
エフェクティブネス・
インベントリー

ＬＣＩ
リーダーシップﾟ・
チャレンジ・
インベントリー

■リーダーシップの促進要因
・普段表に⾒せている性格特性。
・エゲゼクティブとして成功を促進する性格要素

■リーダーシップの阻害要因
・ストレス時に表に出やすい性格特性。
・エゲゼクティブとして成功を阻害する性格要素
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個別フィードバックの実施
フィードバック面談は、診断結果の⾃⼰認識を深め、今後の能⼒開発の⽅向性を検討するために⾏
います。面談は、専門のコンサルタントと対象者が1対1で約2時間⾏います。

■目的

・コンピテンシーの強みと弱みを理解する

・背景にあるパーソナリティを理解する

・上記を踏まえた、効果的な能⼒開発ターゲットを絞り込む

フィードバック面談の構成（120分）

１ 業務内容のヒアリング

２ シミュレーション型アセスメントのフィードバック（コンピテンシーの強弱確認）

３ パーソナリティ診断のフィードバック（ブライトサイド、ダークサイド）

4 コンピテンシー診断結果とパーソナリティ診断結果との関係性の確認

5 能⼒開発ターゲットの絞り込みと開発⽅法の議論



14

タレントレビューの実施
経営トップに診断結果をご理解頂き、今後の能⼒開発の⽅向性を模索するための場をご提供します。

■目的

・対象者の「個々の⾏動傾向の共有」と「今後の育成の⽅向性についての議論」を⾏う

・対象者の上司（各事業会社の社⻑/副社⻑クラス）に対する育成意識を醸成する

タレントレビューの構成

１

診断プロセスの確認

（１）コンピテンシーの解説

（２）アセスメント手法の解説

２
アセスメント参加者の全体傾向のご報告

（１）コンピテンシーに対する結果報告

３

個々⼈の診断データをもとにした議論

（１）コンピテンシーと性格診断結果の比較

（２）期待する役割に対する準備度と要強化部分
の特定

（３）今後の育成の⽅向性に関する議論



お問い合わせ
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株式会社マネジメントサービスセンター
営業本部
sales_support@msc-net.co.jp

〒100 - 0005
東京都千代田区丸の内1- 4 -1  丸の内永楽ビルディング15F  
www.msc-net.co.jp
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